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には初春の田植えに向けた農作業の準備が開始されて
いたことや，年度末における保存会の事業取りまとめ
業務などとの兼ね合いが影響していたものと考えられ
るが，合計で 143 の資源利用される植物に関する回答
を得ることができた。また回答者の多くは対象地の地
権者である地元農家であり，団体職員，地元住民らか
らも回答を得た（第１表）。回答者の年齢層としては，
多くが 50 代～ 70 代の高齢層であったが，40 代の中
年層も含まれていたことが特筆された。

２．資源利用される野生植物の種組成および利用目的
得られた回答から野生植物の種類を整理した結果，

47 種が抽出された（第２表）。確認された野生種は，フ
キ，セリ，ノビル，ヨモギ，ワラビなどの国内で代表的
な山菜として利用される種が見られ，これらの種につい
ては回答者の多くが資源利用をしていた。また，回答
者数は多くはないものの，セイタカアワダチソウといった
外来種や，ドクダミ，ワレモコウといった荒地や日陰地，

草原地などを好む種が散在し，さらに回答者は１名のみ
であったが，アカザやコオニタビラコなどの農地や周辺
山野に生育する多様な野生植物 27 種（確認種に対して
57.4%）の資源利用が確認された。アシタバとミズナにつ
いては本来であれば栽培植物であるが，アンケート後の
ヒアリングによって農地より逸出し野生地などに生育して
いる個体を採集して利用していることから確認種に含め
て整理した。また確認種を生活型でみると，多年生の草
本植物が 36 種と大半を占めていたが（確認種に対して
76.6%），タケ・アケビ・クコ・ハリギリなどのつる性
を含んだ木本植物が 10 種（同 21.3%）含まれているこ
とも特筆された。確認された植物種の回答者数について
みると，地域で主要に資源利用されていると思われる種
群，また回答者によって利用を選択していると思われる
種群があることが特筆された。対象地においては，多年
生草本を中心としながらも樹木種も含めた多様な野生植
物種が資源利用されている実態が明らかとなった。

野生植物の利用目的について整理した結果，食用

食用 薬用 染物用 飾り用 その他

フキ（13） 多年草 13 100.0
セリ（12） 多年草 12 92.3

ノビル（10） 多年草 10 76.9
ヨモギ（10） 多年草 10 4 1 76.9
ワラビ（10） 多年草 10 76.9
ゼンマイ（7） 多年草 7 53.8
ヤマウド（7） 多年草 7 53.8
タラノキ（6） 多年草 6 46.2
イタドリ（5） 多年草 5 1 38.5

タケ（タケノコ含）（5） 高木 5 38.5
ヤマノイモ(ムカゴ含）（5） 多年草 5 38.5

アケビ（4） ツル性低木 4 30.8
スギナ（ツクシ含む）（4） 多年草 3 １（お茶） 30.8

ミツバ（3） 多年草 3 23.1
セイタカアワダチソウ（3） 多年草 3 23.1

ドクダミ（3） 多年草 3 23.1
アシタバ（野生化）（2） 多年草 2 1 15.4

クコ（2） 中低木 1 2 15.4
タンポポ（2） 多年草 1 1 15.4

ワレモコウ（2） 多年草 2 15.4
トリカブト（2） 多年草 1 1 7.7
アカザ（1） 一年草 1 7.7

コオニタビラコ（1） 多年草 1 7.7
コゴミ（1） 多年草 1 7.7

コシアブラ（1） 中低木 1 7.7
サンショウ（1） 中低木 1 7.7

カラスノエンドウ（1） 越年草 1 7.7
モミジイチゴ（1） 低木 1 7.7
ハハコグサ（1） 多年草 1 7.7

ハリギリ（1） 中低木 1 7.7
ミズナ（野生化）（1） 多年草 1 7.7

ヤブカンゾウ（1） 多年草 1 7.7
ヤマモモ（1） 中低木 1 7.7
ヤマユリ（1） 多年草 1 7.7

ユキノシタ（1） 多年草 1 7.7
オオバコ（1） 多年草 1 7.7

ゲンノショウコ（1） 多年草 1 7.7
センブリ（1） 多年草 1 7.7

チドメグサ（1） 多年草 1 7.7
ツルニンジン（1） 多年草 1 7.7

クサギ（1） 低木 1 7.7
ウラジロ（1） 中低木 1 7.7

フジバカマ（1） 多年草 1 7.7
カラムシ（1） 多年草 １（布を作る） 7.7

スミレ（1） 多年草 １（鑑賞用） 7.7
ツユクサ（1） 多年草 １（絵具） 7.7

フデリンドウ（1） 多年草 １（観賞用） 7.7

該当種数 31 10 3 6 5

（％） 56.4 18.2 5.5 10.9 9.1

利用目的（複数回答可）植物の名前
(回答者数)

回答者率
（％）

生活型

 計4７種

List of confirmed wild plant. 
確認された野生植物の一覧.

Table 2.
第2表．
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目的が 56.4% と過半数を占め，次いで薬用・飾り用・染
物用と続いた（第２表）。その他回答については，織物
の材料として（カラムシ），絵の具の材料として（ツユク
サ），鑑賞用として（スミレ・フデリンドウ）といった回答
も含まれた。利用目的においては，食用や薬用といった
主要な生活資源として野生植物を利用する割合が合計で
72.6％を占めており，その一方で飾りや染物・織物など，
生活における文化・芸術活動に寄与する資源として利用
する割合が約３割程度であることで整理された。また，
ヨモギやイタドリ，タンポポなどの利用目的を複数持つ
種は７種（確認種に対して 14.9%）程度であり，ほと
んどの種が特定の目的において利用される種として認

識・利用されていると考えられる（第２表）。確認された
野生植物は，生活の常用・必需品の一つとして利用され，
また種毎に利用目的が特有である傾向であった。

３．資源利用される野生植物の利用・加工方法
また，具体的な利用方法や加工方法について整理

した結果，食用に限った単一的な利用目的であって
も，多数品目・項目に利用する種が多く（例えば，フ
キ，セリ，ワラビ，ノビルなど），生活の中で野生植
物が多様に調理・加工などされて利用されていること
がわかった（第３表）。このような，一種であっても
多様な利用・加工方法があることが，資源利用される

Use methods and processing methods of wild plants. 
野生植物の利用・加工方法.

Table 3.
第3表．

植物の名前 利用・加工方法（回答数）
品目・
項目数

回答数

フキ
佃煮（３）（茹でて醤油みりんで煮る）/フキ味噌（６）/天ぷら（１１）/きゃらぶき（４）/和え物（３）
（酢味噌や胡麻あえなどとする。/煮物（魚と一緒になど）/酢の物/炒め物/おひたし

9 31

セリ
ご飯の具（まぜご飯に茹でたせりを刻んで入れるとせりの香りがしておいしい）/おひたし（茹でて削り節、
醤油をかけて食べる）/煮物/薬味/天ぷら（２）/お皿の添え物/汁物/和え物（胡麻など）（２）/おひたし（９）

9 19

ヨモギ
天ぷら/草餅（６）（茹でてもちの中に入れてヨモギ餅とする）/血止め薬（２）（揉んで患部に当て
る）/天ぷら（３）/染色/お粥の一食材として食す。/炒め物

7 16

ワラビ
味噌汁の具（３）（湯がいて水にさらして入れるなど）/煮物（２）/おひたし（３）/炊き込みご飯/煮物/
塩漬け/和え物/天ぷら/和え物（２）

8 15

ノビル
酢味噌あえ（６）/おひたし（２）/生食（２）（刻んで酢味噌砂糖で混ぜて食べる）/漬物/ぬた（２）/
葉は卵とじにして食す。

6 14

ウド 生食（生できざんで酢味噌で食す）(2)/酢味噌和え（4）/炒め物/天ぷら（3） 4 10

タケ（タケノコ）
煮物（米のとぎ汁でゆがいて、醤油砂糖みりんで煮る）（２）/天ぷら/炒め物（２）/蒸し焼き/炊き
込みご飯/味噌汁/食器として皮を利用する。

7 9

イタドリ 新芽をおひたし（２）/天ぷら（３）/ジャム/生食（さっと湯がいてマヨネーズで食べる。） 4 7

タラノキ 天ぷら（５）/炒め物/和え物（アクが強いので塩ゆで後、水にさらして食す。） 3 7

ヤマノイモ（ムカゴ） とろろ汁/やまかけ/生食/むかごは加熱してご飯と炊き込む（２）/素揚げ 5 6

ゼンマイ
煮物（２）（茹でて平らな所でもむ。その後干して乾燥させる。その後水にもどして醤油、みりん、砂糖
で煮る（もむのは繊維を切るため））/おひたし（３）/山野草の炊き込みご飯の一食材として

3 6

スギナ（ツクシ含む） 天ぷら/佃煮/はかまを取りさっと湯がいてから砂糖酒醤油で味をつける。/卵とじ/お茶 5 5

アシタバ（逸出） 天ぷら（２）/一つぶの塩でゆがく/和え物（２） 3 5

アケビ 生食（３）/皮は炒め物 2 4

クコ 実を用いてクコ酒とする（梅酒と同じ製法。）/葉と実を生のまま天ぷら/和え物 3 3

コシアブラ 天ぷら/炒め物/和え物（アクが強いので塩ゆで後、水にさらして調理） 3 3

ミツバ おひたし（２）/お吸い物 2 3

アカザ おひたし/煮物に混ぜる。 2 2

コゴミ 和え物/天ぷら 2 2

サンショウ おひたし/薬味 2 2

スミレ 写真撮影/鑑賞 2 2

トリカブト きれいな花なので鑑賞する。/狭心症の薬として利用する（専門家の指示を仰いでいる）。 2 2

モミジイチゴ 生食/ジャム 2 2

ヤマモモ 生食/焼酎づけによるヤマモモ酒とする。 2 2

セイタカアワダチソウ 布の染色（２） 1 2

ドクダミ 乾燥させて薬用として煎じてお茶にする（２） 1 2

ワレモコウ 生け花（２）（秋の花として生ける） 1 2

ウラジロ お正月飾りに使用 1 1

オオバコ 煎じてお茶として飲む。 1 1

カラスノエンドウ 新葉を天ぷら 1 1

カラムシ 織物（カラムシ織りを試す為に繊維を取り出し糸にする） 1 1

クサギ 布の染色に用いる（煮だして布につけ込む）。 1 1

ゲンノショウコ 胃腸薬（根を中心に乾燥させてお茶にする。） 1 1

コオニタビラコ 七草がゆの一つとして食す。 1 1

センブリ 胃腸薬（特に胃の薬として） 1 1

タンポポ おひたし 1 1

チドメグサ 血止め薬（揉んで患部に当てる） 1 1

ツユクサ 染物（色素を取るって染色などに使う。） 1 1

ツルニンジン 強壮薬として煎じる。 1 1

ハハコグサ 七草がゆの一つとして食す。 1 1

ハリギリ 天ぷら 1 1

フデリンドウ 鑑賞する（小さくて美しい青が良い）。 1 1

フジバカマ 生け花 1 1

ミズナ（逸出） 茹でておひたし（削り節かける） 1 1

ヤブカンゾウ おひたし 1 1

ヤマユリ 煮物（醤油砂糖で煮る） 1 1

ユキノシタ 天ぷら 1 1

計４７種 合計 120 203
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野生植物の魅力を高めている要因の一つであると思わ
れる。また，利用・加工方法について網羅的に見ると，
食用では，天ぷら，和え物，煮物，生食，おひたし，
などとして食卓にあがる種が多く，少数であるが果実
酒（クコ，ヤマモモ）などもみられた。薬用では血止
め薬や胃腸薬，強壮薬（ヨモギ，ゲンノショウコ，セ
ンブリ，ツルニンジンなど），飾り用であれば季節性
のある正月飾りや生け花（ウラジロ，ワレモコウなど）
などとして利用されていた。このように，代表的な利
用・加工方法が整理される一方で，染色（セイタカア
ワダチソウ）や織物（カラムシ）といった利用・加工
方法も把握された。これは回答者へのヒアリングに
よって，都市農村交流事業（棚田の保全活動の一環と
した体験イベント）として実施しているもので，当該
地ならではの資源利用の一つと思われる。以上のよう
に，計 47 種の野生植物から合計で 120 品目・項目もの
資源利用方法があることが当地において把握された。

４．資源利用される野生植物の利用部位
利用部位については，葉と茎が合計で 67.8% を占め，

次いで同率の花・根・果実となった（複数回答可）（第
１図）。部位採集のし易さや利用量の確保から，植物
個体においてその大部分を占める葉と茎部分の利用が
集中することは当然と言えるが，管見すれば，花・果実・
芽といった特定の時期・期間に出現する部位を利用す
る割合が合計で 20.7%，また根や皮など採集に手間の
かかる部位を利用する割合が 10.3% あるなど，種ごと
の資源的価値に合わせてその利用部位が選択されてい
ることが把握された。一方，確認された植物種の多く
が多年生草本であることから，把握された利用部位の
採集によって現地での植物個体の著しい減少はないと
予想されるものの，その利用部位の採集量・意向（ど
のくらい採るか）などについては今回調査できなかっ
た。これは資源利用される野生植物の個体レベルの保
全・育成方法を検討する上で課題といえる。

５．資源利用される野生植物の採集環境
47 種の野生植物の採集環境については，農地・山野・

住居敷地内の項目において合計で 123 回答を得た（複
数回答可）（第２図）。また農地では 30 種，山野では
37 種，その他では 11 種が採集対象植物として該当し
ていた。細かく見ると，農地においては畑周囲・畦が，
山野においては樹林内・林道を採集環境とする回答数
が多かった。これらは日々の農作業や棚田の維持管理
活動において頻繁に訪れる環境であること，また居住
地から当該棚田に至る際の経路など，回答者の日常的
な生活行動圏に採集環境が集中しているものと考えら
れる。また耕作水田の回答が少なかったが，これはヒ
アリングから「除草管理により採集植物が少ない，田
内の稲生育への影響懸念から立ち入りについて慎重な
場所である」などという意見を得ており，これらが関
連していると思われる。

全体からみれば種数は少ないが，休耕田，竹林，野
原・土手，小川・水辺からも野生植物は採集され資源利
用されていた。当地の野生植物の資源利用を維持してい
くためにも，このような自然環境の保全管理は重要とい
える。さらに，自宅の庭など住居敷地内において，資源
利用される野生植物が 11 種（確認された野生植物に対し
て 23.4％，具体的にはフキ・ヨモギ・アケビ・セイタカア
ワダチソウ・タラノキ・ヤマノイモ・アシタバ（逸出）・ミツ
バ・クコ・コシアブラ・ハハコグサ）が確認された。農地
や周辺山野のみならず，居住生活圏内に野生植物を取り
入れる，または周辺山野より侵入してきた種を育成・採集
している状況が推察される。農地や山野といった農的自
然環境とともに，住居敷地内における屋外空間の存在も
野生植物の資源利用の維持において重要と考えられた。
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６．野生植物の採集季節および現在の採集可否
確認された 47 種の採集季節は，春季に採集される

種が 25 種，夏季に採集される種が 28 種，秋季は 16
種，冬季は３種となった（第３図）。管見すれば，出
現種数の多かった春・夏季においては計 40 種が確認
されたが，そのうち重複する種は 14 種（35.0％）に
留まった（フキ，セリ，ノビル，ヨモギ，ワラビな
ど）。これは季節毎に資源利用される野生植物が異な
ることを意味しており，秋・冬季も含めれば年間を通
じて季節性のある野生植物の資源利用実態があること
が考えられる。さらに，今回確認された資源利用され
る野生植物についての採集可否については，47 種中
45 種（95.7％）が現在も採れると回答している。残
りの 2 種については，記述回答を見るに，「山でたま
に見かける（具体的にはトリカブト）」，「林道横でた
まに見かける（具体的にはフデリンドウ）」であった。
当地においては，野生植物の資源利用が日常的に行わ
れ，かつ生活に密着している状況が把握された。

まとめ

本研究においては，関東地域を代表する棚田保全地
の一つである大山千枚田の関係者を対象に，野生植物
の資源利用状況に関する情報収集を行った。

その結果，野生植物 47 種（逸出種２種含む）によ
る資源利用があることが把握された。大山千枚田及び
その周辺地域の野生植物への植生調査（大山の千枚田
文化景観保存活用実行委員会，2006）においては 264
種が確認されており，今回確認された 47 種のうち 39
種（264 種に対して 14.8%）が該当していた。これは
既往研究（小島ら，2010）からみるに，周辺植生から
生活に取り込まれる野生植物種の割合は低くないもの

と考えられる。また，その利用目的も食用を中心とし
て薬用や飾り用など多様であり（様々な利用・加工方
法があり，その項目・品目は 120 にものぼった），季
節性ある資源利用状況や，現地の都市農村交流事業に
関連した利用・加工方法（織物、染物体験に野生植物
を利用する）も含まれていることが把握された。さら
に，確認された野生植物のほぼ全て（9 割以上）が現
在も採集・利用されていたことからも，対象地周辺に
おける野生植物の資源利用は，現在も対象地域に定着
して行われている実態が明らかとなった。これは，回
答者の多くに老年層が含まれる中で，40 代からの利
用状況も把握され（13 回答者のうち 3 名），野生植物
の資源利用が中年世代にも浸透している様子からも伺
える。以上からいえば，対象地における一連の棚田保
全活動（営農の継続，周辺植生への植物管理，都市農
村交流催事など）が，当該棚田を拠点とした地域振興
や棚田の生物多様性の保全のみならず，野生植物の資
源利用といった地域の農的生活文化の保全にも寄与し
ていることが推察できる。

また，当地におけるこのような資源利用される野生
植物の保全管理についていえば，棚田周辺の農地のみ
ならず，樹林・林道といった周辺山野，庭といった住
居敷地など，野生植物の採集環境の維持が重要と考え
られた。さらに単に多様な野生植物の生育地を確保す
るだけでなく，それらの生育地の中で，主要に利用さ
れる種群や，個人の嗜好によって選択的に利用される
種群が出現し，結果として資源利用される野生植物の
種組成が豊かになることが必要とも考えられた。また，
本研究ではアンケートによって資源利用される野生植
物の情報収集を行ったが，本知見を用いた対面式の調
査などによって，資源利用植物への嗜好の理由，採集
手法（どのくらい採れば各植物種の生育に影響ない
か），などに関する知見の収集も，さらなる利用植物
の掘り起こしやその種レベルの保全においては今後の
課題とされた。さらに，このような野生植物の地域的
または文化・伝統的利用の継続においては，前述のよ
うな利用種や利用・加工方法などの抽出や採集地とな
る自然環境の保全管理は当然として，それらを地域資
源とした経済的活動への応用も重要と思われた。例え
ば，近年では農林水産物などのブランディングによる
地域活性事業は全国で行われており，成果を得ている

（食と農林水産業の地域ブランド協議会，2008）。また
農村ツーリズム活動においては、多様な農村資源の掘
り起こしと利活用が重要とされている（例えば，大江，
2007 や高尾ら，2015）。対象地においても，県内の伝
統料理作り体験（「祭り寿司（太巻き寿司）作り」）を
都市農村交流の一環として実施しているが，今回把握
されたような，地域により定着した野生植物の資源利
用文化の活用の充実や，既に事業化されている資源利
用との相乗効果（例えば，自然観察活動と連動した植
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季節毎の出現種一覧

春
（25種）

フキ・セリ・ノビル・ヨモギ・ワラビ・ゼンマイ・タラノキ・イタドリ・タケノコ・スギナ・
ミツバ・ヤマウド・クコ・タンポポ・カラスノエンドウ・コオニタビラコ・コゴミ・コシアブラ・
サンショウ・スミレ・チドメグサ・ハルリンドウ・ミズナ・ヤマユリ・ユキノシタ

夏
（28種）

フキ・セリ・ノビル・ヨモギ・ワラビ・ゼンマイ・タラノキ・イタドリ・アケビ・スギナ・
セイタカアワダチソウ・ドクダミ・ミツバ・アシタバ・クコ・アカザ・オオバコ・カラムシ・
ゲンノショウコ・センブリ・ チドメグサ・ツユクサ・ツルニンジン・トリカブト・ハハコグサ・
ハリギリ・ヤブカンゾウ・ユキノシタ

秋
（16種）

アケビ・スギナ・セイタカアワダチソウ・ドクダミ・ミツバ・アシタバ・ヤマノイモ・
ワレモコウ・クサギ・サンショウ・センブリ・ツルニンジン・ノイチゴ・フジバカマ・
ヤマモモ・ユキノシタ

冬
（3種）

セイタカアワダチソウ・ヤマノイモ・ウラジロ
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物の採集体験と地元住民による料理指導や，野生植物
を用いた食品メニュー・加工品の開発，など）を生み
出すことも，対象地の魅力をさらに高め，棚田保全活
動の継続・展開を支援する上でも有用と考えられた。

摘要

本研究は，野生植物の資源利用状況に関わる知見の
収集のため，関東地域を代表する棚田保全地の一つで
ある大山千枚田を対象に，農業従事者（地権者含む）
および支援者らを対象としたアンケートを行った。そ
の結果，野生植物 47 種（逸出種２種含む）によって，
120 項目・品目による資源利用が確認され，さらに確
認された野生植物のほぼ全て（９割以上）が現在も採
集・利用されていることが把握されたことから，当地
域における野生植物の資源利用が現在も生活に深く定
着して行われている状況が明らかとなった。また資源
利用された野生植物の採集地は，農的自然環境および
居住空間にもおよんでおり，野生植物の資源利用の豊
かさの保全においては，採集地の保全も重要であるこ
とが把握された。以上からいえば，対象地の棚田保全
活動における営農の継続や周辺植生の管理、さらに野
生植物を活用した都市農村交流事業（織物、染物体験
など）が，このような季節性ある野生植物の資源利用
を担保し得る重要な要素として考えられた。加えて，
こうした保全の継続性を確保する上では，さらなる資
源利用される野生植物の掘り起こしとともに，現地の
伝統的な野生植物への利用文化を地域資源とした経済
的活動に応用することも重要と思われた。
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